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チベ ッ ト語ラサ方言に お ける

　動詞述語 V −ki
＾

ree の 意味
星　 　泉

0．は じめ に

　本稿で は、チ ベ ッ ト語 ラサ方言の 動詞述語 の
一つ 、V −ki＾τee （V＝動詞語幹）を取 り上 げて、そ

の 意味に つ い て論 じる 。 初め に こ の動詞述語の 「時」の 側面 につ い て 先行研究の 記述 を検証 し、問

題点を指摘す る 。 次 に他の動詞述語の 用法 との比較を通 じて 、こ の 動詞述語の 内奥に ある意味は

何か に つ い て考察する 。 本稿 で は こ の動詞述語 の 肯定形の み を扱 う。

1．「時」の 問題

　こ の 動詞述語 （以下 、述語 と略す）につ い て は 、 これ まで湯川 1964，
　1971， 1975、 Goldstein　1970

、北村 1974 、Kitamura　1977、星実千代 1981，1985，1988，1991、　Chang ＆ Chang　1981、金 1979，1983 、

長野 1987、胡 1989、武内 1990 などの 先行研究が ある 。
こ れ ら先行研究の ほ とん どが、こ の 述語

は未来の 事態や現在 の 事態、恒常的事態な どを表わす と記述 して い る 。 こ の 記述 は次の よ うな例

を見る限 り、確か に当て はまる 。

　　　（1）　「（horan−sanyin 、
s66tsii　ia

■
pheeki　

Aree ・

　　　　「彼 は明 日お食事に い ら っ し ゃ い ます」（未来）

　　　（2）　
−
khon”

ph66kliti
−
kyhenkiAree・

　　　　「あの方はチベ ッ ト語が お 出来にな ります」 （現在）

　　　（3）
’
nyima

−
shaa 　nati

−
shaaki 　

Ar
  ．

　　　　「太陽は東か ら昇 る」（恒常的事態）

　しか し、星実千代 1981 ，1985，1988，1991 （以下、星実千代 1981一と略す）が 指摘 して い るよ う

に 、
こ の 述語で 発話時点か ら見て過去 に既 に実現 して終わ っ て しま っ た事態を表わす こ とが ある 。

筆者も、こ の 述語で 過去の 事態を表わす用例 を数多く観察 した 。 例えば、過去の 状態 、 過去の 繰

り返 された出来事、過去の 習慣、過去の
一

回性の 出来事の 列挙な どを表わす次の ような例が ある 。

　　　 （4）
’
ngaamaa 　

Atopaa ’
t6ntoo

’
yako

−
kyeki〈

ree ．

　　　　「昔はこ の あた りは作物が よ く育 っ た」星実千代 1981；67

　　　 （5）
’
ngaamaa 　

”
saca 　

’
tii　

’
min 　la　

”
netOn 　

’
risuu

’
seki

八ree・

　　　　「昔は こ の 土地の 名前は ネ ト ン リ ス ル とい い ました」星実千代 1981：67

　　　 （6）　
−
chUnc 廿n

＾ kan　la　Angants66
−
chu 　la

−
kyia

’
shetran

’
kyaaki　Aree ・

　　　　「小さい 頃、ぼ くた ちは よ く川で 泳い だ もの で す」星実千代 1985：205

　　　 （7）　
−
khoran

−
chOnc むn

＾ kan　la
’
nytiacin

’
shetraa

’
shooki

〈

rec ・

　　　　「彼は小さい 頃、 しょ っ ち ゅ うお ね し ょ して たの よ」
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　　　 （8）　
−
kdn−laa

’
thampa ＾ tii

’kapky6n’shetraa
−
nanki 　

Alee ．

　　　　「亡 くな っ た先生 に は ひ どく叱られ た もの で す」

　　　 （9）　
ノ
tanyin

−
kyheran−tsO6

−
kyhenkiへree．

　　　　「去年 （もう）あ なた方はご存 じで した」星実千代 （私信）

　　　 （10）
’
ngaamaa

’
yirma，

−
chansa 　

’
kyiiiipO’

shetlaa 　1（yaaki
〈

ree．

　　　　「昔 は盛大な結婚式を挙げた もの で す」

　　　 （11）
’
ngantSo

−
chUnctin

＾ kan　la＾ trum
’
shetraa

’
shahree

−
tanki＾ree ．

　　　　「ぼ くたち小 さい 頃は、か わ りば ん こ にず い ぶ んお話を した もの です」

　　　（12）　
’
thinsan　

”khoran ＾ khonaa
−
phaa　c互a，

＾nyam
’
cheki

＾

yoo ＾ree　
Amatoo

，
’
ngaamaa

’
shingk 翫証

　 　 　 　
’
1甑削（a

’
cheki 〈rce ．

　　　　「最近 は地位 も上が っ て威張っ て るけ ど、昔はあい つ
、 百姓 して たん だぜ」星実千代 （私

　　　　 信）

　　　 （13）　
ノ
thii＾kap　ttia

−
khoran−ts66

−
tsa

’
saki 　

Aree
，

、
hankoo　ki「くoo

、
ts66　caa

’
saki

八

ree，1（hartiA
’
saki

　 　 　 　
Aree ．

　　　　「その 頃は彼 らは草は食 べ るは靴の革 を煮て食べ るは、何で も食べ た もん で す」星実千代

　　　　 （私信）

　　　（14）　
＾
shaa

−
tan

囀
tshaana

，

’khalaa’saki ＾

！ee ．
−
ani

’
khalaa＾stia

−
tshaana，

−
nyanpa

−
trii訓lci（n∋e ．

　　　 「歌 を歌 い 終 っ た ら、食事 を したん です 。 それ で 食事が終る とお礼 の 品が渡 され た んで す」

　　　　 （自分が か つ て出席した結婚式で 何 が起 っ たか を語 っ て い る）

　さ ら に また 、先行研究で は明確に は指摘 され て い ない が、次の例の よ うに 、 仮定上の 事態 もこ

の 述語で叙述 され る 。 金 1983 ：11は 、 「仮定」 を表 わす とい う表現 は用い て い ない が 、例文 （16）

を挙げて 「過去の 事態 も実現 しなか っ たこ とな らばこ の 述語で叙述で きる」と述べ て い る 。 こ れ

は仮定上 の 過 去を表わす例文 に当たる 。

　　　（15）　
’
thanta

−
khontso’t甑

’
y66na，

’kapo ’
shetraa

’
cheki

＾

ree．

　　　　「今かれ らが こ こ に い た ら 、 きっ と大喜びで すよ」

　　　（16） AthitOU ’
trhewa 　

Ay6CS
　
’
matoo 　

’
nga 　tia

’
tU）ki 八

ree ．

　　　　「その 時忙 しくなければ私 も行 きました」金 lg83：11

　　　（】7）　
＾thittiti

齒
paa−1aa

，
y66na，

’
ngantSo

曹
chansa 　1くy狛 po

’
shetraa

’
kyaaki＾ree．

　　　　「あの 時お父 さんが い た ら、私達 とて も盛大 な結婚式を挙げた の に」

　　 　（】8）
−
namtru

−
ky6n

−
shoo

’
mtitina，

−
khoran

−
khitiisa　

’
hltiasaa　leeki＾ree ．

　　　　「飛行機が故障 して なか っ た ら、彼、昨日 ラサ に着い たの に」

　以上 の 用例 か ら、述語 V −ki＾

ree は 、 未来 の 事態や恒常的事態、現在の 事態だけで な く、過去の

事態、さらに仮定上 の 事態を も表わせ る こ とが 明 らか で あ る 。
こ の 述語 の 表 わす未来や現在 、 過

去 とい っ た 「時」は、あ くまで 文脈や状況 の 設定に よっ て 決定 されるの であ っ て 、V −ki＾
ree とい

う形自体は特定の 「時」 を表わ さない
。 例えば、

　　　（19）　
−
khoran

’
nyasha

’
saki　Aree ．

　　　 「彼は 魚を食べ ます」
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とい う例文を、文脈や状況の 設定な しに取 り出 したら、こ れか ら魚を食べ る の か 、 普段か ら魚を

食 べ て い るの か 、昔は食べ たが今は食べ ない の か、もし彼 がこ こ に い た ら食 べ る の か 、
い ずれの

こ とを指 して い るの か分 らない の で ある 。

　従 っ て 、 未来 、 現在、過去 とい っ た発話時点 と事態の 実現時点 と の 時間的関係 を問題 とするテ

ン ス を基準 に した記述は 、
こ の 述 語に と っ て は 意味 を な さな い と言える 。 星実千代 1981一以外 の

先行研究の記述は過去の 用例が視野 に入 っ て い ない 点で不十分で ある 。 また い ずれの 先行研究も

こ の述語で 仮 定表現がで きる こ とを明確に指摘 して い ない 点 は不十分で ある 。

2．述語 V −ki＾ ree の 意味

　それ で は こ の 述語の 意味は どの ように規定で きるか につ い て、他の述語の 用法 との比較を通 じ

て考察する 。

　星実千代 1988：190は 、
こ の 述語で 未来の 事態だ けで な く現在や 過去の 事態 も叙述で きる こ とを

指摘 した上で 、こ の 述語の 表わ す 「時」 の 側面 につ い て次の ように記述 して い る 。

　「動作 ・状態に つ い て 、 それ が実現する か しない か に 重点 をお い て述べ る場合に用 い られ る
。 動

作
・状態 が実現 した 後で 継続するか しない かは問題 とされ ない 」

　こ の記述 の 中心 となる点は 「実現する か しな い か に重点をお い て述 べ る」とい う前半部分 で あ

る 。 で は 、こ の 述語 に星実千代 （ibid．）の 言 うような 「実現す るか しな い か に重点をお い て述 べ

る」とい う特徴が認 め られ る の だ ろ うか 。 星実千代 （ibid．）は こ の 記述 に至 る推論過程 を示 して

い な い
。 そ こ で以下 、他の い くつ かの 述語 と比較 しな が ら こ の 点に関 して考察 したい 。

2．1 述語 V −pa
＾ree との 比較

　 まず、星実 千代 1981一と星泉　1993aが 「事態 を完了 した こ ととして叙述 す る の に用い られ る述

語の
一

つ 」 と して い る述語 V −pa
＾

ree の 用法 と比較をす る 。 述語 V −pa
＾ree も、星実千代 1981一及

び星泉 1993aが示 した よ うに、過去の 事態、現在 、 未来 、 仮定上の い ずれの 事態 も叙述す る こ と

が で きる 。 そ こ で 、 過去 に起こ っ た事態 と現在 の 事態、未来の 事態、仮定上 の 事態を二 つ の 述語

で それ ぞれ叙述 した場合に 出る意味合 い の 違 い を比較す る。

〈過去の事態〉

　（20a）は筆者が あるチ ベ ッ ト人女性 とデ リーの 町 を連れ 立 っ て歩い て い た時 、 その チ ベ ッ ト人が

道で懐か しい 人に 30年ぶ りに ば っ た り再会 し 、 その 後で 筆者に 、 そ の 出会っ た 人が どうい う知

合い か を話 して くれ た ときに発話 された もの で ある 。 （20b）は 同 じこ とを述語 V −pa
＾

roe で言い 替

えた文で ある 。

　　　（20a）
’kho 

’
ngaatnaa 　

’
masu −ri　la’di江ki　Aree ．

　　　（20b） lkhoran
’
ngtiiirnaa　

’
masu −ri　la　At 瀕 ，pa

〈r  ，

　　　　「彼は昔ム ス リ
ー

に住ん で い ました」

（20b）は事態 を発話時点か ら見 て既 に過 ぎ去 っ た 「昔」の こ とを語 っ て い る感 じで ある 。 これ に
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対 し、（20a）は、彼女は彼 に 出会 っ た途端、30年前、自分 も若 く、 彼 も若か つ た当時の こ とが思

い 起 されて 、髪 も黒か っ た彼が ム ス リ
ー

に い る様や当時の 思 い 出 を まざまざと思い 描 きつ つ 語 っ

て い る の で あ っ て 、事態が過 ぎ去 っ て しま っ た こ とか どうか 、 完了 したか ど うか は念頭にない の

である 。

　（21a）はある亡命 したチ ベ ッ ト人が チ ベ ッ トに い た頃 、 どん な苦労を したかを筆者に綿々 と語 っ

て くれ た 中で発話 された もの で ある 。 （21b）は同 じこ とを述語 V −pa
＾ teeで 言い 替えた文である 。

　　　（21a）　
、khonts66、topcaa 、hlamaa　

Athintr 瀕
’
ngaa

−
teeki　Aree ．

　　　（21b）
’khonts66’topc飴

’
hlamaa〈thintrtia

’
ngaa

−
tee−pa触ee ．

　　　 「あの人達は食べ 物の余 りなん か をあた しに くれた の よ」

（21b）は 、「余 りなん か を くれた」とい う事態が、発話時点か ら見て 既 に過 ぎ去 っ た 「昔」の こ と

として捉え られて い る の に対 し 、 （21a）は苦 しか っ た時代の こ とを綿々 と語 っ て い る うちに 、 その

当時の 記憶が まざまざと蘇 っ て きて 、過去の そ の 時 、 そ の 場 に 身を置 くよ うに して 語 っ て い る、

とい う感 じであ り、 もう終 っ た こ とだ とか 、 完了 したこ とだ．と い うこ とは、話 し手の念頭に な い

の で ある 。

〈現在の 事態 〉

　次は 、 家の 門が 遠 くに見えて きて 、もうす ぐ家 に着 くとい うときに発話 され 得 る二 つ の 文で あ

る 。

　　　（22a）　
’
tha，

’
ngantso

’
nan 　la

−
leeki八ree ．

　　　（22b）　
’
tha

’
ng
即

εso
’
nan 　la

、lee−Pa　
A

「ee・

　　　 「さあ、私達は家 に着 きます よ／着きました よ」

（22b）は門が見える とこ ろ まで来た の だ か ら、家に着 い た も同然だ とい う、もう済ん で しまっ た、

完了 した とい う気持 ちで発話 された もの で ある の に対 し 、 （22a）は こ れ か ら もう少し歩けば家に着

く、と い うこ とを述べ て い るだけで 、 完了感の な い 述べ 方で あ る
。

〈 未来の 事態〉

　次の 例文は、話 し手が 自分の 馬をある人 に明 日貸す とい う状 況で 発話され得る 二 つ の 文で ある 。

　　　（23a）　
’
ngants66

−
ta　ti

’
sanyin

’khoran　la
−
yaaki　Aree ．

　　　（23b）　
’
ngants66

−
ta　ti

−
sanyin

−
khoran　la　

−
yaa−pa　

Aree ．

　　　 「うちの 馬は 明 日彼に貸すんです」

（23b）は 「明日馬を貸す」とい う約束が既 に成立 し、もう契約は完了したの だとい う気持ちで叙

述 して い る の に対 し、（23a）は ただ 「明 日馬を貸す」とい う予定だ と言 っ て い るだ けで あ っ て、約

束が成立 した の だとい うよ うな完了の 意味合 い は ない
。

〈 仮定上の 事態 〉

次 の 例文の うち、（24b）は 、 あるチ ベ ッ ト人が ダラ イ ・ラマ に 申し上げた とい う文で あ り、 （24a）

は 同 じこ とを述語 V −ki＾ree で言 い 替えた もの であ る 。
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　　　（24a）　
’
thanta

、kusuu　la、cik
’
chunna ，

＾

ph66
’
nakun

−
chaaki

〈
ree ．

　　　（24b）　
’
thanta

、
kusuu　la

、
cik

！
chunna

，

八ph66
’
nakun 二≦堕 ｝．

　　　　「今ダラ イ ・ラ マ の お身体に何事かあ っ た ら、チ ベ ッ トは真 っ 暗闇に な っ て し まい ます」

（24b）は 「ダラ イ ・
ラ マ の お身体に既に何事か起 こ っ て しま っ た」 こ とを想定 して、そうな っ た

ら 「チ ベ ッ トは真 っ 暗闇にな っ た も同然だ」と 、 事態が もう完了 した も同 じだ とい う気持ちで叙

述して い る の に対 し、（24a）は た だ 「何事か起れば真 っ 暗に なるだろ う」 と予測 して い る だ けで

あ っ て 、 完了 した も同 じか どうか とい うこ とは話 し手の念頭には ない 。

　この ように、述語V −pa
＾

ree で 叙述 した場合に は事態が既 に過 ぎ去 っ て しまっ た こ とであ っ た り、

既 に現実化した とい うこ とや 、 決定 した
、 完了 した も同 じだ と い うよ うな 、 完了の 意味合 い が強

く出る の に対 し、述語 V −ki〈

ree で叙述 した場合に は 完了 した か どうかに はま っ た く言及して い な

い 述べ 方 に なる とい うこ とが分か る 。

　従 っ て 、述語 V −pa
〈

ree と の 比較 か ら 、 述 語 V −ki〈 ree は事態が 完了 したか ど うか とい うこ とを

念頭 に置かず に叙述す る と い う特徴を持 っ た述語 で ある とい うこ とが分か っ た 。

2．2　述語 V −ki＾

yoo
＾ree 及び V −ki ＾ tuu との 比較

　次 に、星実千代 1981一と星泉 1993bが 「事態が完了せ ずに継続 して い る状態 （進行中、習慣
・反

復 、 状態、準備 中な ど）」 を表わす述語 として い る述語 V −ki＾

yoo
〈ree と V −ki＾tuu の 用例 と V −ki

＾
ree の 用例 を比較す る 。

　比較 に入 る前 に 、 述語 V−ki＾

yoo
＾
ree と V −ki＾ tuuの 相違に つ い て こ こで 簡単 に述 べ てお く。V −

ki＾

yoo
八

ree は 「叙述する事態を話 し手が観察 ・経験 して い るか否か を問題 にせ ず に、話 し手が 発

話時点にお い て心理的、時間的 、 空間的に遠 く感 じて い る事態を叙述する の に用 い られる」述語

で ある の に対 し、v −ki＾ tuu は 「叙述す る事態を話 し手が確実 な方法に よ っ て 観察 ・経験 し、そ れ

を話 し手が観察 ・経験 した範囲の出来事 と して語 る」述語で ある （星泉 1993b；435 −440）。

〈 述語 V−ki　Ayoo ＾ree との 比較 〉

　例文 （25a）（25b）は 、先述 の 例文 （20a）（20b）と同 じ状況設定で の 二 つ の 発話で ある 。

　　　（25a）
−
khoran

’
ngatirnaa

’
masu −ri　la

’
酬 d 恤 e．

　　　（25b）
−
khoran　

’
ngaamaa

’
masu −ri　la　

’
taalci　Ayoo

＾

ree ・

　　　 「彼は昔 ム ス リ
ー

に住ん で い ま した」

（25b）は 、 話し手 は、自分の 知 っ て い る限 りで は彼はあ る
一
定の 間暫 くム ス リ

ー
に住 んで い た こ

とがあ り、彼 に対 して心理的、空間的、時間的に遠 い と思 い なが ら語 っ て い る とい う感 じに なる

の に対 し、（25a）は、単に話 し手は彼が 当時ム ス リーに住 んで い た か い ない か とい うこ とを問題 に

して 、「住ん で い た」 とい う事実が成立す る と い うこ とだけを断定 して語 っ て い る 。

　次 の 二 つ の文は 、 どち らもチ ベ ッ トで は夏に雨が よ く降る とい うこ とを思 い 浮か べ て語 っ て い

る もの で ある。 どちらの 場合 も話 し手はチベ ッ トの 外に い る とい う設定 で ある 。

　　　（26a）　
＾thals66〈ph661a

−
chaapa

−
tanki〈ree ．

　　　 （26b）　＾thats66＾ph661a
−
chaapa

｝
tanki ＾

yoo
＾ ree．
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一チ ベ ッ ト語ラ サ 方言 に お け る動詞述語V −ki ＾

ree の 意味に つ い て 一

　　　　「チ ベ ッ トで は い まごろ 雨が 降ります／降っ て い ます」

（26b）は 、話 し手は 、 自分 はチ ベ ッ トを離れ て い るが、知 っ て い る限 りで は
、
との季節になると

毎 日 よ く雨が降 り続 くの だ、とい う意味合 い で 、繰返 し雨が降り続い て い る状態を思い 描 きなが

ら語 っ て い る の に対 し、（26a）は 「い まご ろ の 季節は雨が降る もの で ある」とい う意味 で 、夏には

雨が 降 る の だ とい う判断を示 し て い る の であっ て 、降 り続 い て い る状 態 にあるか どうか は 、考慮

して い ない 表現で ある
。

つ まり、 （26a）は降るのか降らない の か とい うこ とを問題 に して 、 「夏に

は降 る」とい う事態が成 り立 つ とい うこ とだけを断定 して 語 っ て い る と解釈で きる 。

　次の 文は、ある二 人が もうじ き結婚す る予定で ある と い う状況で発話され得る 二 つ の 文 である 。

　　　（27a）　
、khonyii　1（yoko

−
chansa

’
kyaaki〈

ree ．

　　　（27b）　
、
khonyii’kyoko −chansa 　1（yaaki　

Ayoo ＾

ree．

　　　　「二 人 は じき結婚 します」

（27b）は 「二 人が結婚する」とい うこ と は 決 っ て い て 、現在その準備段階の 状態 にある （婚約式

をして 、結婚式の 準備を整 える な どの ）とい うこ とを他人か ら聞 き知 っ て 語 っ て い るの に対 し、

（27a）は準備段階 に あるか ど うか とか、それを他人 か らpm．き知 っ た こ とで ある な どとい うこ とは念

頭 に な く、とに か く「二 人が じき結婚す る」と い う事態が 成 り立 つ とい うこ とだけを問題 に し、そ

れが とにか く成 り立 つ の で ある とい うこ とを断定 して語 っ て い る 。

〈 述語 V−ki　Atuu との比 較 〉

　例文 （28a） （28b）は、対話の相手が 嘘 をつ い た とい う状 況で 、こ れに対 して、「お前 また嘘 をつ

い た な」 と言 い 返す とい う場面 で の 二 つ の発話で ある 。

　　　 （28a）　
’
yan

−
kyaktsin’shaaki 〈

ree ．

　　　 （28b）　
’
yan　

−
kyaktsin『shtiaki ＾tuu．

　　　　「また嘘 つ く／嘘 つ い て る」

（28b）は、相手が 目の 前で 嘘を言 っ て い る とい う今の 状態を描 写 した発話 で ある の に対 し 、 （28a）
は 、 確か に相手がた っ た今、目の 前 で つ い た嘘 に つ い て 言及 して い る の で はあるが 、 それ と同時

に 「お前 は前か ら嘘 ば っ か りつ い て 、 今 もまた つ い て 、
こ れか らも嘘 つ きな の は直 らない だろ う

し、お前は本当に嘘つ き人間だ」と相 手が 嘘 をつ くよ うな類の 人間である とい う．こ とも述 べ て い

る 。
つ ま り （28a）は、「相手の 人が 嘘 をつ く」とい う事態が 成 り立 つ か どうか だ けに注 目して 、 本

当は 「嘘 をつ か な い こ ともある」はず なの にそ うした側面は捨象 して、と に か く 「お前は嘘 を つ

く」 と決め つ けて語 っ て い る の で ある 。

　さて 、 以上の 比較か ら 、 述語 V −ki〈
ree を用 い る ときは、述語 V −ki＾

yoo
＾

ree や述語 V −ki＾tuuを

用 い る ときの よ うに、話 し手は叙述する事態を 、 そ れが ある状態で存在 また は存続 して い る とい

う側面で 捉 えて はい ない と い うこ とが分か る
。 また 、 述語 V −ki＾tuuとの比較か ら、述語 V −ki＾

ree

に は 、 叙述する事態 を話 し手が確実 な方法に よ っ て 観察
・
経験 し 、 その 事態 の 在 り方を描写 して

語 るとい う意味が ない こ と も分か る 。 従 っ て 、 述語 V −ki＾
ree は、叙述する事態 を、成 り立 つ か ど

うか とい う側面だけで捉 え、それ が とに か く 「成 り立 つ 」の で あるとい う断定判断を下 した こ と

を示すた め の 述語で ある と言 えるで あろ う。
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　こ の 記述は星実千代 1988 ：190 の 「実現する か しな い かに重点 をお い て述べ る」とい う記述に近

い が、恒常 的事態や習慣行為な どは 「実現」 とい う表現よ りも 「成 り立 つ 」とい う表現の 方が適

切で ある と考えるの で 、 筆者は 「成 り立 つ 」 とい う表現 を用 い る 。

2．3　述語 V −ki八 ree の 意味の 規定

　2．1及び 2，2 で 明らかに なっ たこ の 述語の 特徴 は次の 四点に整理で きる 。

　　　〈 1 ＞叙述す る事態がすで に完了 した か どうか を問わない 。

　　　〈 2 ＞ 叙述する事態が ある状態で 存在
・存続 して い る と い う側面 に は注目 しな い 。

　　　＜ 3 ＞話 し手が叙述す る 事態を確実な方法で観察 ・経験 したか ど うかを問題 に しな い
。

　　　＜ 4＞叙述する事態が成 り立 つ か否か か の み を問題 に し、それ が 「成 り立 つ 」 とい う断定

　　　　 判断 を示す。

　〈 1 ＞ 〈 2 ＞＜ 3 ＞は い ずれ も他の 述語 との 比較か ら引 き出 された特徴 で あ り、
こ れ らは全 て

〈 4 ＞ とい うい わば述語 V −ki＾
ree の 中核的 な特徴が 、 他の 述語 と比較 した際に異な る形 で 表れ出

た もの と解釈で きる 。 従 っ て 、 述語 V −ki＾

ree の 意味 と して は 〈 4 ＞ の み を挙げれ ばよ く、 次の よ

うに規定す る こ とが で きる 。

　「述語 V −ki〈

ree は 、ある事態が成 り立 つ か否か とい う点の み に注 目し 、 そ の 事態が成 り立 つ と

い う断定判断 を示すため の 述語 である」

3．お わ りに

　本稿で は 、 述語 V −ki＾ree に関す る先行研究の 問題点 、 特 にテ ン ス を基準に した記述が 意味をな

さな い こ とを明 らか にす る こ とが で きた 。 そ して 述語 V −ki触 e の 意味 を、 他の 三 つ の 述語 と の 違

い を観察 しなが ら考察 した 。 2．3で得 られ た意味の規定は 星実千代 1988 ：190の 規定 と ほぼ 同 じも

の とな っ たが 、本稿で は他の 述語 と比較す る こ と に よ っ て 、
こ の 意味規定 に至 る過程 を示す こ と

がで きた と思 う。

　 しか しなが ら、こ の 述語の 意味 をさらに厳密に規定する た め には 、 「話 し手の 積極 的かつ 主体的

な意志表明」を表わす述語 v −ki　
’
yinとの 比較が不可欠で ある 。 その こ とに つ い て は 、近 く稿を改

め て発表 した い 。

註

　本稿 は第 41 回日本西蔵学会大会にお い て筆者が口頭発表 したもの をまとめ た もの であ る 。

　本稿め例文 は、特 に註記が なけれ ば、筆者が 、チ ベ ッ ト・ラ サ 出身で イ ン ド在住の リ ン チ ェ ン ・ド

マ ・タ リ ン氏、ベ テ ィ
・タ リ ン氏 をは じめ とする タ リ ン家の 方々 、 及び ラサ近郊の 出 身で東洋文庫チ

ベ ッ ト研究室外国人研究員の ゲ シ ェ
・テ ン バ ・ゲ ン ツ ェ ン 師か ら得たもの で ある 。 星実千代 （私信）

と記 した もの は、星実千代氏が ラサ方言の 話 し手か ら収集 した口語資料に よる 。
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をは じめ とする タ リ ン家の 方々 及 びテ ン バ ・ゲ ン ツ ェ ン師に大変お世話にな っ た。論文執筆の 段階で

は、指導教官の 湯川恭敏先生 をは じめ とす る東京大学言語学研究室の 諸先生 方、先輩、友人の 方々 に

は貴重な助言を頂 い た 。 また、星実千代先生 には、こ の 論文執筆の過程 で様 々 な資料 を提供 して頂 い

た他、終始御指導、御教示頂 い た 。
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音素表 記 ・声調表記

子音 ：1p，　ph，　m ；t，　th，　n ；tr，　trh；c，　ch ，
　ny ；ts，

　tsh；ky，
　kyh；　k．　kh，　ngt 　s，　sh；w ，　y；r，　hr；1，　h1；hノ 母音 ：！a

，
　i

，

u ，e，o ．a，U， 6！

声調表記 ：
一
：高平調 、

’
：高降調、

’
：低昇調、＾

：低昇降調、一（または無記）：軽声

本稿で挙げた例文は全 て こ の 表記方法に統
一

し 、 先行研究か ら引用 した例文 も筆者の 表記法に改

め た 。 こ の 表記方法はタ リ ン 家の 発音 を基 に して い る 。
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